
   

   

   

   

   

   

 

 

内科検診 全クラス 

春の遠足 ４・５歳児クラス 

  クラス懇談会 5歳児クラス  １歳児クラス  ２歳児クラス  

          ３歳児クラス  ４歳児クラス  ０歳児クラス 

身体計測・避難訓練 

令和 6年５月 1日 

目黒区立駒場保育園園長 

 

 4 月の不安定な気候もようやく落ち着き、青空のもと、園庭で元気に遊ぶ子どもたちの声が聞こえてきま

す。町には鮮やかな新緑とともに赤や黄色、白など色とりどりのきれいな花に心が和みます。園内や園庭には 

子どもたちが作った、かわいらしいこいのぼりが飾られ、あらためて日本文化や四季の素晴らしさを感じま

す。4月に入園した子どもたちも新しい環境に少しずつ慣れ、毎日元気にそして笑顔で保育士と遊ぶ姿が見ら

れ、食事や昼寝も落ち着きつつあります。朝、子どもたちが笑顔で手を振る姿に、4月当初は後ろ髪をひかれ

る思いをされていた保護者の方も笑顔で「いってきます」と出勤される姿に、私たち職員もうれしい気持ちに

なります。進級したこどもたちは、環境の変化で緊張したり、登園時に涙を浮かべる姿も見られましたが、慣

れるのも早く新しい玩具で友達同士楽しく遊んでいます。 

 保育園は保育士だけではなく、看護師、栄養士、調理師、用務職員など多種多様な人と一緒に生活をする場

です。大きな輪（和）の真ん中にいる子どもたちが毎日元気に、そして笑顔で過ごせるよう保護者のみなさま

とともに子育てを共有していきたいと思います。今月から来月にかけて、各クラスの懇談会を予定していま

す。園での生活の様子や、一年間の保育方針などについてお知らせし、保護者のみなさまと一緒に子どもたち

に寄り添う有意義な懇談会にしたいと思いますので、ぜひご出席くださるようお願いいたします。 

 

土づくり ～３，４，５歳児クラス～ 

 夏野菜を植えるために幼児クラスで土づくりをしました。まずは冬野菜を育てていたプランターを友達と

協力して運び、シートの上に土を出していきます。土をほぐしながら残っていた根っこや雑草を取っていく

と土の中から幼虫を発見しました。飼育ケースに入れて観察するさくら、すみれ組の子どもたちにひまわり

組の子は見たい気持ちをぐっとこらえて「虫探しをしていていいよ」と声を掛けていました。また他の子は

根っこについている土を振って落とそうとしますが、なかなか上手くいきません。そこで意を決して“本当

はあまり土に触りたくないんだけど、頑張ろう”と手で根っこの土をほぐしていき「できた！」と最後には

満足した表情でした。次に肥料を入れて更に混ぜるのですが、肥料が鶏糞ということで「ニワトリのうんち 

            なの？」と子どもたちは興味津々で見つめたり匂いを 

嗅いだりしながら進めていました。栄養いっぱいの土に 

なったので、野菜を植えるのが楽しみです。 



＜先月の子どもたちの様子をお知らせします＞ 

 

 

日に日に笑顔が増え、保育園の生活にも慣れてきま

した。保育士に抱っこしてもらうことを喜び、這い這い

や伝い歩きをして部屋の中を自由に探索して楽しんで

います。玩具に手を伸ばし、つかんだ玩具をじっと見つ

め感触を確かめたり、振ったりして熱心に玩具の研究

をしているようです。少しすると思い出したかのよう

に顔を上げ保育士と目が合うと「ばあ」と笑顔を見せて

います。保育士も「ばあ」と笑顔で返事をすると安心し

て、また室内の探索を楽しんで 

います。これからも保育士が見 

守る中で世界を広げていきたい 

と思います。 

4月当初は泣く姿もありましたが、好きな遊びを見

つけ、保育士と一緒に楽しむことで少しずつ安心して

笑顔を見せてくれるようになってきました。部屋の前

には大きな桜の木が広がり、テラスに出ると桜の花び

らが風に吹かれてひらひらと舞っています。花びらを

追いながら「まてまて」と追いかけるとキャッキャッ

と声を出しながら逃げていき「つかまえた」とぎゅっ

と抱きしめると笑っていま 

す。楽しい、うれしいと思 

えることを保育士と一緒に 

たくさんしていきたいと思 

います。 

たんぽぽ組での生活も１か月がたち、自分のマーク

や場所を覚えて少しずつ身の回りのことをやってみよ

うとする姿が見られます。「おそとにいこう」と声をか

けると、帽子を取って一生懸命被ろうとする姿から、

早く遊びたい気持ちが伝わってきます。散歩に行くと

歩きながら歌を歌ったり、「ふふふ」と顔を見合わせて

笑いあったりと、友達と手を繋いで歩くことを楽しん

でいます。外には花や虫など子どもたちが夢中になる

ものがいっぱいでじっくり観察 

したり「いたよ」と発見を教え 

てくれたりと、春の自然の中探 

索を楽しんでいる子どもたちで 

す。 

幼児クラスになり、ドキドキでスタートした子ども

たちでしたが、入園進級お祝い会では、自分の名前を

みんなの前で言うことができました。友達と遊びたい

気持ちが出てきていて、３.４人で動物カードを使って

神経衰弱を楽しむ姿がみられます。戸外では、ちょっ

と緊張しながらもひまわり組に手をつないでもらって

散歩に出かけました。みんなでしっぽ取りゲームをし

たり、虫探しをしたりして遊んできました。遊びのル

ールや虫がいそうな場所を教 

えてもらい、お兄さんお姉さ 

んたちと行くお散歩は、刺激 

がいっぱいで楽しんでいます。 

 

戸外で春の自然を見つけると、観察したり遊びに取

り入れたりして楽しんでいます。桜が満開の園庭では、

舞い落ちる桜の花びらを拾って枚数を競ったり、砂の

ケーキに飾ってお店屋さんごっこをして遊びました。

散歩先で八重桜を見つけると、「保育園の桜と違うね。

この桜は丸い」と様々な種類の桜があることに気づき

ました。タンポポも地域によって形に違いがあること

が分かり、図鑑に載っているものと採ったものを見比 

べて、どの地域にあるタンポポ 

なのか調べるなど、身近な自然 

への興味が広がっています。 

 

 園庭で遊ぶとき、ひまわり組は最後に部屋に入るの

で、園庭を独占できる特別な時間があります。ドッチ

ボールやいきのこりばんざいなど、子どもたちが好き

な遊びを存分に楽しんでいます。自分たちが使った遊

具だけでなく、小さいクラスの子どもたちが使った遊

具も率先して片付けています。当番活動も「今日は僕

がお当番だよ」「明日は私がお当番」と楽しみにして

いて、意欲的に行ってい 

ます。憧れていた年長ク 

ラスになった事を喜びな 

がら、色々なことに前向 

きに取り組んでいます。 


